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テーマを決め意見交換会を開催

福島県小野町議会 　場所：小野町役場9/30
Ｒ１

議会運営委員会編

実施要綱を定め議会報告会を開催

10/1
Ｒ１

　大子町は３２５㎞２ほどの面積に１万６２６６人（令和元年６月１日現在）が暮らしており、平成１

９年６月に「読書のまち」大子を宣言しま

した。

　議会報告会は平成２４年から行っており、

平成２７年からは開催の手順、広報・周知

方法、資料内容など大子町議会報告会実

施要綱の定めにより行っています。

　平成３０年度議会報告会はＱ＆Ａで要望・

意見等、現時点での対応、今後の方向性を

まとめ、回覧により住民に報告しました。

　効果は、議会活動を振り返るよい機会と

なり、住民に議会活動が理解されてきたと

のことです。

　小野町は１２５㎞２ほどの面積に９７７７人（令和元年６月１日現在）が暮らしており、平成２６年度か

ら通年議会制度を導入しています。

　議会との意見交換会は、平成２４年６月

に行政区長と行ったのが第１回で、テーマ

は「大震災と原発事故への取り組みにつ

いて」とし、その後、防災対策や農政、子

育て・教育などその都度テーマを決め令

和元年７月までに２１回開催しています。

　効果については、町民の皆さんが日ご

ろ感じていることや要求したいことが広

く把握でき、議会運営はもとより、町の

政策への反映や予算審査などに有効に活

用できることが大きいと考えているとの

ことです。

研修レポート

茨城県大子町議会　場所：大子町役場
だい まちご

研修内容

古殿町議会　議会だより編集特別委員会

　　　　「議会広報の編集方針等について」

古殿町議会　議会だより編集特別委員会

　　　　「議会広報の編集方針等について」

ふる どのふる どの

　７月２３日に福島県石川郡古殿町の副議長以下

６人が研修に来ました。南議長をはじめ委員５人

が対応し、議会だよりの編集方針や編集スケ

ジュール、また「今後新たに取り組みたいことは

あるか」などの質問に答え、活発な意見交換を行

いました。

　議会広報常任委員会としてはじめての視察研

修の受け入れで資料不足など課題が残りました

が、次に生かしたいと思います。

研修内容

内灘町議会　広報対策特別委員会

　　　　「編集作業の流れ、及び役割分担について」

内灘町議会　広報対策特別委員会

　　　　「編集作業の流れ、及び役割分担について」

　９月２６日に石川県内灘町の副議長以下６人が

研修に来ました。南議長はじめ委員３人が対応

し、紙面のレイアウトをどのようにされている

か、委員と事務局職員との役割分担はどのよう

になっているかなど具体的な質問がありました。

前回の反省から、資料もしっかり準備できていた

ので、それをもとに人口減少などについて活発な

議論がありました。また、早くから内灘町議会は

タブレットを使用していることから、その利便性

やメリットなどを聞くことができ大変勉強になりました。
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